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このガイドについて 

このガイドでは、このコンピュータの機能およびハードウエアのアップグレードについて説明しま 
す。 


A 警告！ その指示に従わないと、人体への傷害や生命の危険を引き起こずおそれがあるという警告事 
項を表します。 

A を意： その指示に従わないと、装置の損傷やデータの損失を引き起こずおそれがあるという注意事 
項を表します。 

隊 ま記： 重要な補足情報でず。 
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1 コンピュ 




夕の機能 


標準構成の機能 

HP Compaq dc 7700 MT の機能は、モデルにより異なる場合があります。お使いのコンピユータに取 
り付けられているハードウエアおよびインストールされているソフトウエアの一覧を表示するには、 
診断用ユーティリティを実行します（一部のモデルのコンピユータにのみ付属しています）。ユーテ 
イリティの巧巧手順については、『トラブルシューティングガイド』を参照してください。 


鞍を 記； 縦置き/横置き共巧型コンピュータは、簡単に横置き構成に変えることができます。詳しく 
は、このガイドの 「40 ぺージの「縦置きから横ときへの 変更」 を参照してください。 


図 1-1 縦置き/横置き共巧型コンピュータの構成 
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フロントパネルの各部 


ドライブの構成はモデルによって異なります。 


図 1-2 フロントパネルの各部 



表 1-1 フロントパネルの各部 


1 

5.25 インチオプティカルドライブ 

8 

5.25 インチメディアカードリーダー（オプショ 
ン） 

2 

オプティカルドライブランプ 

9 

ディスケットドライブランプ（オプション） 

3 

3.5 インチディスケットドライブ（オプション） 

10 

ディスケット取り出しボタン（オプション） 

4 

電源ボタン 

11 

電源ランプ 

5 

ハードディスクドライブランプ 

12 

へッ ドフナンコネクタ 

6 

マイクコネクタ 

13 

USB (Universal Serial Bus ) ポート 

7 オプティカルディスク取り出しボタン 


を記： オプティカルドライブは、 DVD - ROM または SuperMulti LigMScribe ドライブを指します。 


をち： 一ま下の 5.25 インチドライブベイは、上部の2 つの ベイより奧行きが短 < なっています。一ま下のベイ 
は、1/2ハイトドライブ、または奥行きが 14.5 cm な下の化のデバイスに対応しています。それより大きいドライ 
ブ（オプティカルドライブなど）を一香下のベイ I こ無理 I こ押し込まないで〈ださい。無理に押し込むと、ドライ 
ブおよびシステムボードがお損するおそれがあります。ドライブを取りせける際に強く力を加えすぎると、ドラ 
イブが®損することがあります。 

1-部のモデルでは、メディアカードリーダーがか付け 3.5 インチドライブベイに構成されています。他のモデルでは、こ 
のベイにドライブベイカバーが付いています。 


2 第 1 章 コン ピュ ータの 機能 


JAWW 



















メディアカードリーダーの各部 

メディアカードリーダーは、一部のモデルでのみ使用できるオプションデバイスです。メディアカ 
ードリーダー各部の位置については、 ly •下の図と表を参照してください。 

図 1-3 メディアカードリーダーの各部 



表 1-2 メディアカードリーダーの各部 

1 SmartMedia/xD ピクチヤカード用スロット 4 USB (Universal Serial Bus ) ポート 

• 3.3 V SmartMedia 力ード ( SM ) 

■ xD ピクチャカード 

2 メディアカードリーダーランプ 5 CompactFlash I 川用スロット 

• CompactFlash カード Type I 

• CompactFlash 力ード Type II 

• MicroDrive 


3 SD / MMC+/miniSD 用スロット 

• SD (Secure Digital ) 力ード 

■ MiniSD 

■ MultiMediaCard ( MMC ) 

• RS-MMC (Reduced Size MultiMedia Card ) 
， MultiMediaCard 4.0 (Mobile Plus ) 

■ MMC Mobile (Reduced Size MultiMedia 
Card 4.0) 

■ MMC Micro (アダプタが必要） 

■ MicroSD ( T - Flash ) (アダプタが必要） 


6 メモリステイック PRO / メモリステイック PRO Duo 
用スロット 

• メモリスティック （ MS ) 

• MagicGate メモリスティック （ MG ) 

• MagicGate メモリスティック Duo 

• メモリスティック Select 

• メモリスティック Duo (MS Duo ) 

• メモリスティック PRO CMS PRO ) 

• メモリステイツク PRO Duo (MS PRO Duo ) 
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リアパネルの各部 

図1"4 リアパネルの各部 



表 1-3 

リアパネルのを部 




1 


電源コードコネクタ 

6 

ゴ 

ラインインオーディオコネクタ（青 
色） 

2 

□ □ 

RJ -45 ネットワークコネクタ 

7 

ゴ 

ラインアウトコネクタ（緑色）：このコ 
ネクタからは接綿したオーディオ機器に 
対して電力は供給されません 

3 

宜 

パラレルコネクタ 

8 


USB (Universal Serial Bus ) コネクタ 

4 

にに I 

シリアルコネクタ 

白 

白 

VGA モニタコネクタ 

5 

6 

PS ロマウスコネクタ（綠色） 

10 

I 凹; I 

PS /2 キーボードコネクタ（紫色） 


注記： 装楠されているコネクタの種類や数は、モデルにより異なる場合があります。 


ラインインオーディオコネクタは、才ーディオドライバのコントロールパネルでマイクコネクタとして再割り当 
てできます。 

お使いのコンピュータに PCI Express x 1 6グラフィックスカードが取り付けられている場合、システムボード上 
のモニタコネクタは巧用できません。 

PCI または PCI Express x 1 グラフィックスカードが取りせけられている場合、力ードのコネクタおよびシステム 
ボードのコネクタを同時にほ庙することができます。両方のコネクタを使用するには、一部の設ををコンピュー 
夕 セットアップ （ F 10) ユーティリティで変更する必要があります。起動順居について詳し〈は、『コンピュータ 
セットアップ （ F 10) ユーティリティガイド J 1 を参照してください。 
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キーボード 

図 1-5 キーボードの各部 
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表1_4 キーボードのを部（日本語キーボードのキー配列は若干異なります) 

I ' — 


1 

フアンクションキー 

この機能は、お使いのアプリケーションソフトウエアによって異なります 

2 

編集キー 

ここには、 [ Insert ]、[ Home ]、[ PageUp ]、[ Delete ]、[ End ] および [ PageDown ] の各 
キーがあります 

3 

ステータスランプ 

コン ピュータおよびキーボード設定のステータスを示します （ NumLock、Caps 
Locks および Scroll Lock ) 

4 

数字キー 

電卓のテンキーのように使用できます 

5 

矢印キー 

文書ファイルやワークシート、または Web サイト内を移動するときに使用しま 
す。マウスを使わずにキーボードのキーを押すことによって、画面内で上下左ち 
に移動できます 

6 

[ Ctrl ] キー 

別のキーと組み合わせて使用しまず。機能は、使用しているアプリケーションソ 
フトウエアによって異なります 

7 

アプリケーションキー 1 

マウスのちボタンと同様に Microsoft Office アプリケーション内でポップアップ 
メニューを表示させるために使用します。また、他のアプリケーションソフトウ 
エアで別の機能を実行することもできます 

8 

Windows ロゴ キ ー i 

Microsoft Windows のに夕ート]メニューを開〈ために使用します。他のキーと組 
み合わせて使用すると、別の機能を実行できます 

9 

[ Alt ] キー 

別のキーと組み合わせて使用します。機能は、使巧しているアプリケーションソ 
フトウエアによって異なります 

1 

一部の地域でのみ使用可能なキーです。 
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Windows □ゴキーの使用 

Windows ロゴキーを他のキーと組み合わせて、 Windows ナペレーティングシステムで利巧できるさ 
まざまな機能を実行することができます 。 Windows ロゴキーの位置については、 「 5 ぺージの「キー 
ボード1 1を参照してください。 

ま 1-5 Windows ロゴキーの機能 


次の Windows ロゴキーの各機能は、 Microsoft Windows XP および Microsoft Windows Vista に対応しています。 

Windows ロゴキー 

Windows の [スタート] メニューを表示またはホ表示にします 

Windows ロゴキ ー + D 

デスクトップを表示します 

Windows ロゴキ ー + M 

開いているすべてのアプリケーションを最小化します 

Shift + Windows ロゴキ ー + M 

最小化したすベてのアプリケーションを元に戻します 

Windows ロゴキ ー + E 

エクスプローラの[マイ コンピュータ] を起動します 

Windows ロゴキ ー + F 

ファイルやフォルダの検索を起動します 

Windows ロゴキ ー + Ctrl + F 

他のコンピュータの検索を起動します 

Windows ロゴキ ー + F 1 

Windows のヘルプ画面を表示します 

Windows ロゴキ ー + L 

ネットワークドメインに接続している場合は、コンピュータカ《 
ロックされます。ネットワークドメインに接続していない場合 
は、ユーザの切り替えが可能になります 

Windows ロゴキ ー + R 

[ファイル 名を指を して 実行]ダイアログボックスを表示します 

Windows ロゴキ ー + U 

ユーティリティマネージャを起動します 

Windows ロゴキ ー + Pause/Break 

[システムのプロパティ]ダイアログボックスを表示します 

Windows ロゴキ ー + Tab 

タスクバーのボタンを切り替えます （ WindowsXP ) 

Windows Flip 3 -D を使用してタスクバー上のプログラムを切り誓 
えます （Windows Vista ) 

上の Windows ロゴキーの機能に加えて、 

Microsoft Windows Vista では次の機能も使巧可能です。 

Ctrl + Windows ロゴキ ー + Tab 

Windows Flip 3 -D を使用して、矢印キーでタスクバー上のプログ 
ラムを切り替えます 

Windows ロゴキ ー+ スぺースバー 

すべてのガジエットを手前に移動して、 Windows サイド/く一を 
選択します 

Windows ロゴキ ー + G 

サイドバーのガジエットを切り替えます 

Windows ロゴキ ー + U 

コンピュータの簡単操作センター 

Windows ロゴキ ー + X 

Windows モビリティセンターを表示します 

Windows ロゴキ ー+ 任意の番号キー 

キーの香号と対応する位置にあるクイック起動のショートカット 
を表示します。たとえば、 Windows ロゴキ ー+ 1 ではクイック 
起動メニューの1香目のショートカットが表示されます 
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マウスの特殊機能 

ほとんどのソフトウエアアプリケーシヨンはマウスをサポートしていますが、マウスボタンに割り 
当てられる機能は、使用しているソフトウエアアプリケーシヨンによって異なります。 


シリアル番号の記載位置 

各 コン ピュータのカバーの上部には、固有のシリアル番号ラベルおよび製品識別番号ラベルが貼付さ 
れています。 HP のサポート窓口へのお問い合わせの際には、これらの番号をお手元に巧意しておい 
てください。 

図 1-6 シリアル番号および製品識別番号の記載位置 
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2 ハードウエアのアップグレード 


保守機能 

このコンピュータには、アップグレードおよび保守を容易にする機能が組み込まれています。この章 
で説明する取り付け手順のほとんどでは、道具を巧う必要がありません。 


警告およびを意 

アップグレードを行う前に、このガイドに記載されている、該当する手順、を意、および警告を必ず 
よくお読みください。 


A 警告！ 感電、火傷、义災などのを除がありますので、次の点に;'主意して〈ださい。 

作業を行う前に、電源コードを電源コンセントから抜き、本体内部の温度が十分に下がっていること 
を確認してください。 

電話回線のモジュラジャックを本体のリアパネルのネットワークコネクタ （ N に）に接続しないで 
ください。 

必ず電源コードのアース端子を使用して接地してください。アース端子は重要な安全機能です。 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場巧にあるアースされた電源コンセントに差し込んでく 
ださい。 

操作する人の健康を損なわないようにするため、『快適に使用していただ〈ために』をお読みくださ 
し、。正しい作業環境の整え方や、作業をする際の姿勢、および健康上や作業上の習慣について説明し 
ており、さらに、重要な電気的および物理的安全基準についての情報も提供しています。このガイド 
は、 HP の Web サイト、 http :// www . hp . com/erqo (英語サイト）でご覧いただけます。 

A を意： 静電気の放電により、コンピュータやオプションの電気部品が破損することがあります。な 
下の手順を始める前に、アースされた金属面に触れるなどして、身体にたまった静電気を放電してく 
ださい。詳しくは、「付録 D 54ページの「静電気対策 I I を参照してください。 

コンピュータが電源コンセントに接続されていると、電源が入っていなくてもシステムボードには常 
に電気が流れています。内部部品の損傷を防ぐため、コンピュータのカバーを開ける場合は、電源を 
切るだけでなく、必ず事前に電源コードをコンセントからはいてください。 
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スマー トカバーロックの解除 


教 注記： スマートカバーロックは、一部のモデルにのみ含まれるオプションの機能です。 

スマートカバーロックはソフトウエアで制御可能なカバーロックであり、セットアップパスワード 
によって制御されます。このロックによって、承認されていないユーザによるコンピュータ内部のコ 
ンポーネントへの不正なアクセスを防ぐことができます。コンピュータは、スマートカバーロック 
がロックされていない状態で出荷されます。スマートカバーロックをロックするちまについては、 
『デスクトップマネジメントについて』を参照して〈ださい。 

Smart Cover FailSafe キー 

ス マ—トカバーロックを使ってコンピュータをロックしたまま、パスワードを入力できなくなって 
しまった場合、コンピュータ本体のカバーを開けるには Smart Cover FailSafe キーが必要です。次の 
ような場合には、コンピュータ内部のコンポーネントにアクセスするために Smart Cover FaHSafe キ 
一が必要です。 

. 停電 

• 起動障害 

• PC 部品（プロセッサや電源など）障害 

• パスワードを忘れてしまった場合 


鞍を 記 ； Smart Cover Fai 旧 afe キーは、 HP が提供する専用ツールです。このキーが必要になる前に、 
あらかじめご巧意なさることをおすすめします。 


FailSafe キーは次のちまで入手できます。 


• HP のサポート窓口に問い合わせます。レンチスタイルのキーの場合は製品番号166527-001を、 
ネジ回しビットキーの場合は製品番号166527 -002 を購入してください。 

• 購入方まについては、 HP の Web サイト http :// www . hp . com / ip / を参照してください。 

• 電話をかける場合は『サービスおよびサポートを受けるには』で電話番号を確認します。 

Smart Cover FailSafe キーを使用したスマートカバーロックの取り外し 

スマートカバーロックでロックされているアクセスパネルを開〈には、な下の手順で操作します。 

1. コンピュータが開かれないよう保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外します。 

2. ディスケットや CD などのすべてのリムーバブルメディアをコンピュータから取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピュータおよび外付けデバ 
イスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントから抜き、コンピュータからすべての外付けデバイスを取りかしま 
す。 


A を意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。コンピュータの内部部品の損傷を防ぐた 
め、必ず電源コードを巧いてください。 
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5. Smart Cover Failsafe キーを使巧して、 スマート カバーロックをシャーシに固定している 2 本 
の不正防止ネジを取り外します。 

図 2-1 スマー トカバーロックの不正防止ネジの取り外し 



6. アクセスパネルを取り外します。 

スマートカバーロックを装着しなおすには、不正防止ネジでロックを所定の位置に固定します。 
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コンピュータのアクセスパネルの取り外し 

1. コンピュータが開かれないよう保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外します。 

2. ディスケツトや CD などのすべてのリムーバブルメディアをコンピュータから取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャツトダウンし、コンピュータおよび外付けデバ 
イスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントからおき、コンピュータからすべての外付けデバイスを取り外しま 
す。 


A を意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。コンピュータの内部部品の損傷を防ぐた 
め、必ず電源コードを巧いてください。 


5. コン ピュータの広い面を下にして、 コン ピュータを置きます。 

6. アクセスパネルのハンドルを引き上げ（1)、アクセスパネルを後方へ約 1.3 cm スライドさせて 
から持ち上げて、シャーシから取り外します口）。 

図 2-2 コンピュータのアクセスパネルの取り外し 



JAWW 


コンピユータのアクセスパネルの取り外し 11 




コンピュータのアクセスパネルの取り付け 

1. コン ピュータの広い面を下にして、 コン ピュータを置きます。 

2. アクセスパネルのタブとシャーシのスロットの位置を合わせてから、正しい位置にロックされ 
るまでアクセスパネルを巧し下げながら手前にスライドさせます。 

図 2-3 コンピュータのアクセスパネルの取りかけ 
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フロントパネルの取り外し 

1. コンピュータが開かれないよう保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外します。 

2. ディスケツトや CD などのすべてのリムーバブルメディアをコンピュータから取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャツトダウンし、コンピュータおよび外付けデバ 
イスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントからおき、コンピュータからすべての外付けデバイスを取り外しま 
す。 


A を意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。コンピュータの内部部品の損傷を防ぐた 
め、必ず電源コードを巧いてください。 


5. コンピュータのアクセスパネルを取り外します。 

6. 2つのリリースタブを押し上げ（1)、矢印の方向にフロントパネルを傾けてシャーシから取り 
外します（2)。 


図 2-4 フロントパネルの取り外し 
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フロントパネルの取り付け 

1. フロントパネルの下部にあるヒンジと、それに対応するシャーシのスロット （1) の位置を合わ 
せます。 

2. フロントパネルをシャーシに取り付けます口）。 

3. フロントパネルの上部にあるつまみ （3) を所定の位置に収まるまではめ込みます。 

4. リリースタブ （4) をカチッという音がするまで押し込みます。 

図 2-5 フロントパネルの取り付け 
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ドライブベイカバーの取り外し 

1. コンピュータが開かれないよう保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外します。 

2. ディスケツトや CD などのすべてのリムーバブルメディアをコンピュータから取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャツトダウンし、コンピュータおよび外付けデバ 
イスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントからおき、コンピュータからすべての外付けデバイスを取り外しま 
す。 


A を意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。コンピュータの内部部品の損傷を防ぐた 
め、必ず電源コードを巧いてください。 


5. コンピユータのアクセスパネルを取り外します。 

6. フロント パネルを取り外します。 

7. ドライブベイカバーが内側に固をされているサブパネルを フロント パネルからゆつくりと引き 
出し、目的のドライブベイカバーを取り外します。 


A 注意： サブパネルは、まっすぐな状態を保ったままフロントパネルから取り外してください。サブ 
パネルを引き出すときに傾けると、サブパネルをフロントパネルに取り付けるためのピンが破損する 
ことがあります。 


図 2-6 サブパネルからのドライブベイカバーの取り外し（横置き時) 



酱 を記： サブパネルを取り付けなおす際には、位置合わせのピンおよび残りのドライブベイカバー 
の方向が正しく なっている ことを確認して ください。 サブパネルを正しい方向に取り付けると、サブ 
パネルのロゴは下部に配置されます。 
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メモリの増設 

お使いのコンピュータは、ダブルデータレート2シンクロナス DRAM ( DDR 2- SDRAM ) デュアル 
インラインメモリモジュール （ DIMM ) を装備しています。 


DIMM 


システムボード上にあるメモリソケットには、業界標準の DIMM を4つまで取り付けることができ 
ます。これらのメモリソケットには、少なくとも1つの DIMM が標準装備されています。最大容量 
のメモリ構成にするために、高性能デュアルチヤネルモードでコンフイギュレーシヨンされたメモ 
リを8 GB まで増設できます。 

DDR2-SDRAM DIMM 


システムを正常に動作させるためには、必ずな下のを件を満たす DDR 2 -SDRAM DIMM を使用してく 
ださい。 

• 業界標準の240ピン 

• アンバッファード PC 2-5300 667 MHz 準拠、または PC 2-6400 800 MHz 準拠 
• 1.8 ボ J レト DDR 2 -SDRAM DIMM 

DDR 2 -SDRAM DIMM は、な下のを件も満たしている必要があります。 

• CAS レイテンシ 5.0 ( DDR 2 667 MHZ 、5-5-5 タイミング）、 CAS レイテンシ 5.0 ( DDR 2 800 
MHz 、5-5-5 タイミング）、および CAS レイテンシ 6.0 ( DDR 2 800 MHz 、6-6-6 タイミング）を 
サポートしている 

• JEDEC の SPD 情報が含まれている 

さらに、お使いのコンピュータではな下の機能やデバイスがサポートされます。 


• 512 メガビットおよび1ギガビットの非 ECC メモリテクノロジ 

• 片面および両面 DIMM 

• X 8および X 16 DDR デバイスで構成された DIMM。x 4 SDRAM で構成された DIMM はサポー 
卜されない 


寶を 記： サポートされない DIMM が取り付けられている場合、システ厶は正常に動作しません。 
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DIMM ソケットへの取り付け 

システムボードには4つの DIMM ソケットがあり、1つのチヤネルにつき2つのソケットがありま 
す。ソケットには XMM 1、 XMM 2、 XMM 3、 および XMM 4 の番号が付けられています。ソケット 
XMM 1 および XMM 2 はメモリチヤネル A で動作し、ソケット XMM 3 および XMM 4 はメモリチヤネ 
ル B で動作します。 

図 2-7 DIMM ソケットの位置 



表 2-1 

DIMM ソケットの位置 



番号 

説明 


ソケットの色 

1 

DIMM ソケット XMM 1、 

チヤネル A 

黒 

2 

DIMM ソケット XMM 2、 

チヤネル A 

白 

3 

DIMM ソケット XMM 3、 

チヤネル B 

白 

4 

DIMM ソケット XMM 4、 

チヤネル B 

白 

ま記： DIMM は、黒い DIMM 1 ソケットに取り付ける必要があります。正し 
いソケットに取り付けなければ、メモリモジ ュー ルを黒いソケットに取りせ 
けるよう指示する POST エラー メ ッ セージが表示されます。 


取り付けられている DIMM に応じて、システムは自動的にシングルチャネルモード、デュアルチャ 

ネルモード、またはフレックスモードで動作します。 

• 1つのチャネルの DIMM ソケットにのみ DIMM が取り付けられている場合、システムはシング 
ルチャネルモードで動作します。 

• チャネル A の DIMM の合計メモリ容量とチャネル B の DIMM の合計メモリ容量が同じ場合、シ 
ステムはより高性能なデュアルチャネルモードで動作します。両方のチャネルで、取り付ける 
DIMM の性能やデバイス自体の幅が異なっても構いません。たとえば、チャネル A に512 MB の 
DIMM が2つ、チャネル B に1 GB の DIMM が1つ取り付けられている場合、システムはデュア 
ルチャネルモードで動作します。 

• チャネル A の DIMM の合計メモリ容量とチャネル B の DIMM の合計メモリ容量が同じでない場 
合、システムはフレックスモードで動作します。フレックスモードでは、最も容量の小さいメ 
モリが取り付けられているチャネルがデュアルチャネルに割り当てられるメモリの総量を表 
し、残りはシングルチャネルに割り当てられます。速度を最高にするには、最大のメモリ容量 
が2つのチャネルに行きミ度るようにチャネルのバランスをとる必要があります。1つのチャネル 
のメモリ容量が他方のチヤネルのメモリ容量よりもをい場合、をい方をチャネル A に割り当てる 
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必要があります。たとえば、ソケットに1個の1 GB DIMM 、 3個の512 MB DIMM を取り付ける 
場合は、チャネル A に1 GB DIMM と1個の512 MB DIMM を取り付け、チャネル B に2個の 
512 MB DIMM を取り付ける必要があります。このように構成すると、2 GB がデュアルチャネ 
ルとして使用され、512 MB がシングルチヤネルとして巧巧されます。 


• どのモードでも、最高動作速度はシステム内で最も動作の遅い DIMM によってホをされます。 


DIMM の取り付け 


A を意： メモリモジュールの取り付けまたは取り外しを行う師こ、電源コードを巧いておく必要があ 
ります。コンピュータが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、メモリモジュールには常に電気が流れています。電気が流れている状態でメモリモジュールの 
着脱を行うと、メモリモジュールまたはシステムボードが完全に破損するおそれがあります。 

お使いのメモリモジュールソケットの接点には、金メッキが施されています。メモリをアップグレ 
-ドする際に、接点の金属が異なるときに生じる酸化や腐食を防ぐため、メモリモジュールは金メッ 
キのものを使用してください。 

静電気の放電により、コンピュータやオプションカードの電子部品が破損することがあります。 W 下 
の手順を始める前に、アースされた金属面に触れるなどして、身体にたまった静電気を放電してくだ 
さい。詳しくは、「イ寸緑 D S 4 ぺージの「静雷気が策 II を参照してください。 

メモリモジュールを取り扱う際は、金属製の接点に触れないでください。触れると、モジュールが石巧 
損するおそれがあります。 


1. コンピュータが開かれないよう保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外します。 

2. ディスケツトや CD などのすべてのリムーバブルメディアをコンピュータから取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャツトダウンし、コンピュータおよび外付けデバ 
イスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントからはき、コンピュータからすべての外かけデバイスを取り外しま 
す。 


A を意： メモリモジュールを取りイ寸ける場合または取り外す場合は、電源コードを巧いて電力 
が放電するまで約30砂待機してから、作業を行う必要があります。コンピュータが電源コンセ 
ントじ接結されている場合、電源が入っているかどうかに関係なく、メモリモジュールには常 
に電気が流れています。電気が流れている状態でメモリモジュールの着脱を行うと、メモリモ 
ジュールまたはシステムボードが完全に破損するおそれがあります。 


5. コンピユータのアクセスパネルを取り外します。 

6. システムボード'上のメモリモジュールソケットの位置を確認します。 


A 警告！ 义傷の危険がありますので、必ず、本体内部の温度が十分に下がっていることを確認し 
てから、次の手順に進んでください。 
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7. メモリモジュールソケットの両方のラッチを開き（1)、メモリモジュールをソケットに差し込 
みます （2)。 

図 2-8 DIMM の取り付け 



皆を 記. メモリモジユールは、一方向にのみ取り付け巧能です。メモリモジユールのノッチ 
(切り込み）をソケットのタブに合わせます。 

DIMM は、黒い XMM 1 ソケットに取り付ける必要があります。 

最適なパフォーマンスが得られるようにするには、チャネル A とチャネル B のメモリ容量が巧 
能な限り同じになるように、メモリをソケットに取り付けます。詳しくは、 「 17 ぺージの 「DIMM 
ソケットへの取り付け！ I を参照して〈ださい。 


8. モジュールをソケットに押し入れ、完全に挿入されて正しい位置に固定されていることを確認し 
ます。ラッチが閉じていること （3) を確認します。 

9. 取り付けるすべてのモジュールに巧して、手順7および手順8を繰り返します。 

10. コンピュータのアクセスパネルを取り付けなおします。 

11. 電源コードを接続しなおして、コンピュータの電源を入れます。 

12. コンピュータのアクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべてロック 
します。 


次回コンピュータの電源を入れたときに、増設メモリが自動的に認識されます。 
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拡張カードの取り外しまたは取り付け 

お使いのコンピュータには、最大34 cm の長さの拡張力ードを取り付けることができる、標準のフ 
ルハイト PCI 拡張スロットが3基あります。また 、 PCI Express x 1 拡張スロット2基と PCI Express 
x 16 化張スロット1基もあります。 

図 2-9 化張スロットの位置 



表 2-2 拡張 スロットの 位置 


番号 

説明 

1 

PCI Express x16 拡張 スロット 

2 

PCI Express x1 拡張 スロット 

3 

PCI Express x1 扼張スロット 

4 

PCI 扼張スロット 

5 

PCI 拡張 スロット 

6 

PCI 拡張 スロット 


野 を記 PCI Express x 16 拡張スロットには 、 PCI Express x 1 、 x 4、 x 8、 または x 16 の拡張力ードを 

取り付けることができます。 

f 店張力ードの取り外し、交換、または増設を行うには、な下の手順に従って操作します。 

1. コンピュータが開かれないよう保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外します。 

2. ディスケットや CD などのすべてのリムーバブルメディアをコンピュータから取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピュータおよび外付けデバ 
イスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントから巧き、コンピュータからすべての外付けデバイスを取り外しま 
す。 


A を意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。コンピュータの内部部品の損傷を防ぐた 
め、必ず電源コードを巧いてください。 
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5. コンピュータのアクセスパネルを取り外します。 

6. システムボード上の空いている適切な化張ソケット、およびそれに対応するコンピュータのシ 
ャーシ背面にある化張スロットの位置を確認します。 

7. シャーシ内部 （1) にある2つの緑色のタブを下に押し、拡張力ード固をラッチロ）を上に回転 
させます。 

図 2-10 f 店張スロットの固定ラッチを開く 



8. 新しい掘張力ードを取り付ける前に、化張 スロット カバーまたは装着されている f 店張力ードを 
取り外します。 


聲 注記： 取り付けられている拡張力ードを取り外す前に、拡張力ードに接続されているすべての 
ケーブルを取り外します。 


a. 化張力ードを空いているソケットに取り付ける場合は、シャーシ背面の適切な化張スロッ 
トカバーを取り外します。化張スロットカバーを拡張スロットから引き上げます。 


図 2-1 1 拡張スロットカ/ く一の取り外し 
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b . 標準の PCI 力ードを取り外す場合は、力ードの両端を持ち、コネクタがスロットから巧け 
るまで、力ードを前後に;ま意深く軽く揺さぶりながら引きおきます。力ードを真上に持ち上 
げて取り外します。このとき、力ードが他のコンポーネントと接触して傷が付かないように 
して〈ださし、。 

図 2-12 標準の PCI 化張力ードの取り外し 



C. PCI Express x 1 6力ードを取り外す場合は、拡張ソケットの後部にある留め具を力ードから 
引き離し、コネクタがスロットからなけるまで、力ードを前後に注意深く軽く揺さぶりなが 
ら引きおきます。力ードを真上に持ち上げて取り外します。このとき、力ードが他のコンポ 
—ネントと接触して傷が付かないようにしてください。 


図 2-13 PCI Express x 16 拡張力ードの取り外し 



9. 取り外した力ードを、静電気の影響を受けない容器に保管します。 

10. 新しい拡張力ードを取り付けない場合は、空いたスロットを閉じるために、拡張スロットカバ 
一を巧り付けます。 
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A を意： 化張力ードを取り外したら、コンピュータ内部の温度が上がりすぎないようにするため 
に、新しい力ードまたは拡張スロットカバーと交換してください。 

11. 新しい掘張力ードを取り付けるには、力ードの端にあるブラケットをシャーシ背面のスロットに 
スライドさせ、力ードをシステムボードのソケットにしっかりと押し込みます。 

図 2-14 f 広張力ードの取り付け 





酱を 記： 化張力ードを取り付ける場合は、力ードをしっかりと押して、コネクタ全体が化張力一 
ド スロッ 卜に正しく収まるようにしてください。 


12. カチッという音がして所定の位置にしっかりと収まるように、拡張力ード固をラッチを閉じま 
す。 

13. 必要に応じて、取り付けた力ードに外部ケーブルを接続します。また、必要に応じて、システ 
ムボードに内部ケーブルを接続します。 

14. コンピュータのアクセスパネルを取り付けなおします。 

15. 電源コードを接続しなおして、コンピュータの電源を入れます。 

16. コンピュータのアクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべてロック 
します。 

17. 必要な場合は、コンピュータを再設定します。コンピュータセットアップ （F10) ューティリテ 
ィの使巧方法について詳しくは、『コンピュータセットアップ （F10) ユーティリティガイド』 
を参照してください。 
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ドライブの位置 

図 2-15 織置き時および横置き時のドライブの位置 


表 2-3 ドライブの位置 


1 

3つの 5.25 インチ外付けドライブベイ：オプションドライブ用（図は才 
プティカルドライブおよびメディアカードリーダ ー) 1 

2 

1つの 3.5 インチ外付けドライブベイ 
スケットドライブ ） 2 

:オプションドライブ用（図はディ 

3 

2つの 3.5 インチ内蔵ハードディスク 

ドライブベイ 


1 HP では、これらのドライブベイ用の/\-ドディスクドライブブラケットをオプションで提供しています。一番下の 5.25 
インチドライブベイは、上部の2 つの ベイより奧行きが短 < なっています。一番下のベイは、1/2ハイトドライブ、また 
は奥行きが 14.5cm な下の化のデバイスに対応しています。それより大きいドライブ（オプティカルドライブなど）を一 
を 下のベイに無理に押し込まないで 〈ださい。 無理に押し込むと、ドライブおよびシステムボードがお損するおそれがあ 
ります。ドライブを取り付ける際に強 < 力を化えすぎると、ドライブが破損することがあります。 

2 コン ピュータの構成によっては、この位置にドライブベイカバーがあります。このスロットにドライブが装偏されていな 
い場合は、後から 3.5 インチドライブ（ディスケットドライブ、ハードディスクドライブ、メディアカードリーダーな 
ど）を取りせけることができます。 


コンピュータに取りイ寸けられている記憶装置の種類およびサイズを確認するには、コンピュータセッ 
トアップ （ F 10) ユーティリティを実行します。詳しくは、『コンピュータセットアップ （ F 10) ユー 
ティリティガイド』を参照して〈ださい。 
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ドライブベイからのドライブの取り外し 

A を意： コンピュータからドライブを取り外す前に、すべてのリムーバブルメディアを取り外してお 
く必要があります。 

1. コン ピュータが開かれないよう保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外します。 

2. ディスケツトや CD などのすべてのリムーバブルメディアをコンピュータから取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャツトダウンし、コンピュータおよび外付けデバ 
イスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントからおき、コンピュータからすべての外付けデバイスを取り外しま 
す。 


A を意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。コンピュータの内部部品の損傷を防ぐた 
め、必ず電源コードを巧いてください。 


5. コンピユータのアクセスパネルを取り外します。 

6. 電源ケーブルおよびデータケーブルをドライブの背面から取り外します。 


A を意： ケーブルの損傷を防ぐため、ケーブルを取り外すときは、ケーブルではな〈タブまたは 
コネクタを引っ張ります。 


7. ドライブをドライブベイから取り外すには、レ: i 下の手順で操作します。 


• 横置きのコンピュータから 5.25 インチドライブを取り外すには、黄色のドライブロックを 

押し下げて（1)、ドライブをドライブベイから引き出します （2)。 


A を意： 黄色のドライブロックを押し下げると外付けの 5.25 インチドライブがすべて取り 
外されるので、 ユニット を傾けてドライブが谓り落ちてしまうことがないようにしてくださ 
い。 


図 2-16 横置きのコンピュータからの 5.25 インチドライブの取り外し（図はオプティカル 
ドライブ） 
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• 縦置きのコンピュータから 3.5 インチドライブまたは 5.25 インチドライブを取り外すに 

は、取り外すドライブに対応する緑色のドライブロックを引き上げて（1)、ドライブをドラ 
イブベイから引き出します（2)。 

図 2-17 縦置きのコンピュータからの 3.5 インチドライブまたは 5.25 インチドライブの取 
り外し（図はオプティカルドライブ） 



• 内蔵 3.5 インチドライブベイからハードディスクドライブを取り外すには、取り外すドラ 
イブに対応する録色のハードディスクドライブドライブロックを引き上げて（1)、ドライ 
ブをドライブベイから引き出します（2)。 


図 2-18 ハードディスクドライブの取り外し 



8. 取り外したドライブを、静電気の影響を受けない容器に保管します。 
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ドライブの増設 

お使いのコンピュータでは、最大5つのドライブをさまざまな構成で取り付けることができます。 

ドライブを増設する際には、な下のガイドラインに従ってくださし、。 

• 最ネ刀に取り付けるシリアル ATA (SATA) ハードディスクドライブは、システムボード上で 
SATAO と書かれている暗い青色の SATA コネクタに接続します。 

• 最ネ刀の SATA オプティカルドライブは、システムボード上で SATA1 と書かれている白色の SATA 
コネクタに接続します。 

• 必ず、先に暗い青色の SATAO コネクタと白色の SATA1 コネクタに取り付けます。明るい青色 
の SATA4 コネクタとオレンジ色の SATA5 コネクタには、その後で取り付けます。 

• 第2の SATA オプティカルドライブを、ナレンジ色の SATA5 コネクタに取リイ寸けます。 

• 追加の SATA ハードディスクドライブを、システムボード上で次に使用可能な（何も取り付け 
られていない） SATA コネクタに、 SATAO、SATA1、SATA5、SATA4 の順序で接続します。 

• ディスケットドライブを FLOPPY と書かれているコネクタに接続します。 

• メディアカードリーダーは、 MEDIA CARD と書かれている USB コネクタに接続します。 

• このシステムは、パラレル ATA (PATA) オプティカルドライブまたは PATA ハードディスク 
ドライブはサポートしていません。 

• 1/3ハイトまたは1/2ハイトのどちらのドライブも取り付けることができます。 

• ドライブをドライブケージの正しい位置で支えるために、ガイド巧ネジを取り付ける必要があ 
ります。予備のガイド巧ネジは、シャーシに取り付けられています。ハードディスクドライブ 
に取り付ける No.6-32 インチのガイド用分離取り付けネジは、アクセスパネルの下のハードデ 
ィスクドライブブラケットに4本付属しています。その他のドライブに取り付ける M 3 メート 
ルまネジ（ミリネジ）は、アクセスパネルの下のディスケットドライブブラケットに8本付属 
しています。ミリネジの色は黒です。ガイド巧 No.6-32 インチ分離取リイ寸けネジの色は銀と青で 
す。 


図 2-19 ハードディスクドライブ用の予備のガイド巧分離取り付けネジの位置 



図 2-20 オプティカルドライブ巧の予備のガイド用 M3 ネジの位置 
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A を意： データの損失およびコンピュータまたはドライブの破損を防ぐために、次の点にを意してく 
ださい。 

ドライブの着脱は、必ず、すべてのアプリケーシヨンおよびオペレーティングシステムを終了し、コ 
ンピュータの電源を切って電源コードを抜いてから行ってください。コンピュータの電源が入ってい 
る場合またはスタンバイモードになっている場合は、絶対にドライブを取り外さないでください。 

ドライブを取り扱う前に、身体にたまった静電気を放電してください。ドライブを持つ際は、コネク 
夕に手を触れないようにしてください。静電気対策について詳しくは、「イ寸録 D 54ぺージの「静電 
気が策 I I を参照してください。 

ドライブは慎重に取り巧い、絶対に落とさないでください。 

ドライブを挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

ハードディスクドライブは、液体や高温にさらさないようにしてください。また、モニタやスピーカ 
などの磁気を発生する装置から遠ざけてください。 

ドライブを郵送するときは、発ミ包ビニールシートなどの緩衝材で捆包し、個包箱の表面に「コワレモ 
ノー取り扱いを意」と明記して〈ださい。 
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システムボードのドライブ接続 

システムボードドライブコネクタの位置については、レ: i 下の図とまを参照してくださし、。 
図 2-21 システムボードのドライブ接続 



表2"4 システムボードのドライブ接続 


いいえ 

■ 1 ■ ■ 1 ■ 

sortas = "システムボオドコネク 
夕" 

システム ボー ドラべル 

を 

1 

SATAO 

SATAO 

濃い青 

2 

SATA 1 

SATA 1 

白 

3 

SATA 4 

SATA 4 

薄い青 

4 

SATA 5 

SATA 5 

オレンジ 

5 

メディアカードリーダー 

MEDIA CARD 

黒 

6 

ディスケットドライブ 

FLOPPY 

黒 
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外付けドライブベイへの 5.25 インチドライブまたは 3.5 インチドライブの取 
り付け 


野を 記； 3.5 インチドライブベイには、ディスケットドライブまたはメディアカードリーダーを取 
り付けられます。 5.25 インチドライブベイには、オプティカルドライブ （ DVD - ROM または 
SuperMulti Ugh に cribe ドライブ）、または 5.25 インチアダプタキットが取り付けられているメディ 
アカードリーダーを取り付けられます。 


1. コンピュータが開かれないよう保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外します。 

2. ディスケツトや CD などのすべてのリムーバブルメディアをコンピュータから取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャツトダウンし、コンピュータおよび外付けデバ 
イスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントから巧き、コンピュータからすべての外かけデバイスを取り外しま 
す。 


A を意； システムが電源コンセントにち続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。コンピュータの内部部品の損傷を防ぐた 
め、必ず電源コードを巧いてください。 


5. コン ピュータのアクセスパネルを取り外します。 

6. ドライブベイカバーが付いたベイにドライブを取り付ける場合は、フロントパネルを取り外し 
てからドライブベイカバーを外してくださし、。詳しくは、 「 15 ぺージの「ドライブベイカバ 
一の取り外し J 」 を参照してください。 
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7. ドライブの両側にある穴のうち下部の巧に、2本のガイド巧ネジを取り付けます（1)。 


W を記. オプティカルドライブ、ディスケットドライブ、およびメディアカードリーダーには 
ガイド巧 M 3 メートル式ネジ（ミリネジ）を使巧します。予備のミリネジは、アクセスパネルの 
下のディスケットドライブブラケットに8本付属しています。ミリネジの色は黒です。予備の 
ガイド用 M 3 メートル式ネジの位置について詳しくは、 「 27 ぺージの「ドライブの増設 I I を参 
照してください。 

ドライブを交換する場合は、元のドライブの4本のネジを新しいドライブに取り付けます。 


図 2-22 縦置き時（上）および横置き時（下）のコンピュータでの 5.25 インチドライブの取り 


付け 



8. ドライブをロックされるまでドライブケージの前面にスライドさせて（2)、ドライブベイに取 
り付けます。ドライブが巧をの位置に収まると、ドライブロック機能によって自動的に固まされ 
ます。 


A を意： 一番下の 5.25 インチドライブベイは、上部の2つのベイより奥行きが短くなっていま 
す。一番下のベイは、1ロハイトドライブ、または奥行きが 14.5 cm な下の他のデバイスに対応 
しています。それより大きいドライブ（オプティカルドライブなど）を一番下のベイに無理に 
押し込まないでください。無理に巧し込むと、ドライブおよびシステムボードが破損するおそ 
れがあります。ドライブを取り付ける際に強く力を加えすぎると、ドライブが破損することがあ 
ります。 


腎を 記. 3台目のオプションドライブを取り付ける場合は、予備の電源コネクタをまわているひ 
もを取り外す必要があります。 
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9. 電源ケーブル （1) とデータケーブルロ）を、オプティカルドライブまたはディスケットドラ 
イブの背面に接続します。 


図 2-23 ドライブケーブルの接続（図はオプティカルドライブ) 



10. 新しいドライブを取り付ける場合は、データケーブルのもう一方の端を、適切なシステムボー 
ドコネクタに接続します。 


野 を記： SATA オプティカルドライブを取り付ける場合は、1台目のオプティカルドライブを、 
システムボード上の SATA 1 と書かれている白の SATA コネクタに接続します。2台目のナプテ 
ィカルドライブを、 SATA 5 と書かれたオレンジの SATA コネクタに接結します。 

ディスケットドライブを取り付ける場合は、システムボード上の FLOPPY と書かれているコネ 
クタに接続します。 

メディアカードリーダーを取り付ける場合は 、 MEDIA CARD と書かれている USB システムボ 
—ドコネクタに接続します。 


11. フロントパネルおよびコンピュータのアクセスパネルを取り付けなおします。 

12. 電源コードを接続しなおして、コンピュータの電源を入れます。 

13. コンピュータのアクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべてロック 
します。 

14. 必要な場合は、コンピュータを再設定します。コンピュータセットアップ （ F 10) ューティリテ 
ィの使用ちまについて詳しくは、『コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティガイド』 
を参照してください。 
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内蔵ドライブベイへの 3.5 インチ SATA ハードディスクドライブの取り付け 


載を 記： ハードディスクドライブを取り外すときは、新しいハードディスクドライブにデータを移 
動できるように、必ず事前にドライブ内のデータをバックアップしておいてください。また、メイ 
ンハードディスクドライブを交換する場合は、リカバリディスクセットを作成し、オペレーティン 
グシステムとソフトウェアドライバ、およびコンピュータにプリインストールされていたその他の 
ソフトウェアアプリケーシヨンを復元する必要があります。この CD セットがない場合は、[スター 

卜] 一 [HP Backup and Recovery] の順に選択して、 今すぐ作成します。 


このシステムは、パラレル ATA (PATA) ハードディスクドライブをサポートしていません。 

3.5 インチ内蔵ドライブベイにハードディスクドライブを取りかけるには、な下の手順で操作しま 
す。 


1. コンピュータが開かれないよう保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外します。 

2. ディスケツトや CD などのすべてのリムーバブルメディアをコンピュータから取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャツトダウンし、コンピュータおよび外付けデバ 
イスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントからおき、コンピュータからすべての外付けデバイスを取りかしま 
す。 

A を意: システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。コンピュータの内部部品の損傷を防ぐた 
め、必ず電源コードを巧いてください。 

5. コンピュータのアクセスパネルを取り外します。 

6. 4本のガイド用 No.6-32 インチ分離取り付けネジを、ドライブの両側に2本ずつ取り付けます。 
図 2-24 ハードディスクドライブのガイド巧ネジの取り付け 



皆 を記： ハードディスクドライブにはガイド巧 No.6-32 インチ分離取り付けネジを巧巧しま 
す。予備のガイド巧ネジは、アクセスパネルの下のハードディスクドライブブラケットに4本 
付属しています。ガイド用分離取り付けネジの色は銀と青です。予備のガイド巧 No.6-32 インチ 
分離取り付けネジの位置について詳しくは、 「 27 ぺージの「ドライブの増設I Iを参照して〈だ 
さい。 

ドライブを交換する場合は、元のドライブの4本のネジを新しいドライブに取り付けます。 
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7. ドライブケージにロックされるまで、ハードディスクドライブを下方向にスライドさせます。 
ドライブが所をの位置に収まると、ドライブロック機能によって自動的に固定されます。 

図 2-25 ハードディスクドライブベイへのハードディスクドライブの取り付け 



A を意： ドライブケージ内でガイド用ネジがガイド用スロットとかみ合っていることを確認し 
ます。ドライブを取り付ける際に強く力を加えすぎると、ドライブが破損することがあります。 

8. 電源ケーブル （1) とデータケーブルロ）を、ハードディスクドライブの背面に接続します。 

図 2-26 SATA ハードディスクドライブへの電源ケーブルおよびデータケーブルの接続 



9. データケーブルのもう一方の端をシステムボードの適切なコネクタにち結します。 


寶 を記： パフォーマンスへの悪影響を防ぐため、 SATA ハードディスクドライブが1台だけの場 
合は、 SATAO と書かれている暗い青色のコネクタにハードディスクドライブのデータケーブル 
を接続してください。第2のハードディスクドライブを追加する場合は、システムボード上で 
次に巧巧可能な（何も取り付けられていない） SATA コネクタに、 SATAO 、 SATA 1、 SATA 5、 
SATA 4 の順序で接続します。 


10. コンピユータのアクセスパネルを取り付けなおします。 

11. 電源コードを接続しなおして、コンピュータの電源を入れます。 
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12. コンピュータのアクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべてロック 
します。 

13. 必要な場合は、コンピュータを再設定します。コンピュータセットアップ （F10) ューティリテ 
ィの使巧方法について詳しくは、『コンピュータセットアップ （F10) ユーティリティガイド』 
を参照してください。 

リムーバブル 3.5 インチ SATA ハードディスクドライブの取り外しおよび取り 
付け 

-部のモデルでは、リムーバブル SATA ハードディスクドライブの エン クロージャが 5.25 インチ外 
付けドライブベイに備えられています。ハードディスクドライブは、ドライブベイから素早く簡単 
に取り外し可能なキャリアに格納されています。キャリアのドライブの取り外しと取り付けを行うに 
は、な下の手順で操作します。 


敷を 記： ハードディスクドライブを取り外すときは、新しいハードディスクドライブにデータを移 
動できるように、必ず事前にドライブ内のデータをバックアップしておいてください。また、メイ 
ンハードディスクドライブを交換する場合は、リカバリディスクセットを作成し、オペレーティン 
グシステムとソフトウェアドライバ、および コン ピュータにプリインストールされていたその他の 
ソフトウェアアプリケーシヨンを復元する必要があります。この CD セットがない場合は、[スター 
卜] 一 ijHP Backup and Recovery] の順に選巧して、今すぐ作化しホす。 


1. 付属の鍵を使巧してハードディスクドライブキャリアのロックを解除し、キャリアをエンクロ 
-ジャから引き出します。 

2. キャリアの背面からネジを取り外し（1)、キャリアからカバーの上部を引き出します口）。 

図 2-27 キヤリアのカバーの取り外し 
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3. 温度センサをハードディスクドライブの上部に固定している粘着テープをはがし（1)、 
ンサをキャリアから外します （2)。 

図 2-28 温度センサの取り外し 



4. ハードディスクドライブのキヤリアの下部から4本のネジを外します。 
図 2-29 セキュリティネジの取り外し 
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5. ハードディスクドライブを後方にスライドさせてキヤリアから巧き、次に上に持ち上げてキヤ 
リアから取り出します。 

図 2-30 ハードディスクドライブの取り外し 



6. 新しいハードディスクドライブをキャリアの中に入れ、ハードディスクドライブをスライドさ 
せ、キャリアの回路基板の SATA コネクタにしっかりと取り付けます。ハードディスクドライ 
ブのコネクタが、キャリアの回路基板のコネクタに差し込まれていることを確認します。 

図 2-31 ハードディスクドライブの交換 
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7. キヤリアの下部の4本のネジを元の位置に締め、ドライブを所をの位置に確実に取り付けます。 
図 2-32 セキュリティネジの再取り付け 



8. 温度センサを、ハードディスクドライブのラベルに重ならない位置に置き（1)、粘着テープを 
使用してハードディスクドライブ上に貼りかけます口）。 

図 2-33 温度センサの再取り付け 
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9. キャリアのカバーをスライドさせてり）キャリア背面のネジを元の位置に房し、カバーを所定 
の位置に取り付けます（2)。 

図 2-34 キヤリアのカバーの再取り付け 



10. コン ピュータの エン クロージャの中にハードディスクドライブにスライドして入れ、付属の鍵 
を使巧してロックします。 


酱を 記： ハードディスクドライブに電力を供給するには、キャリアをロックする必要がありま 
す。 
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縦置きから横置きへの変更 

1. コン ピュータが開かれないよう保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外します。 

2. ディスケットや CD などのすべてのリムーバブルメディアをコンピュータから取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピュータおよび外付けデバ 
イスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントから巧き、コンピュータからすべての外付けデバイスを取り外しま 
す。 

A ~~ システムが電源コンセントにち続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 

く、システムボードには常に電気が流れています。コンピュータの内部部品の損傷を防ぐた 
め、必ず電源コードを巧いてください。 

5. コン ピュータのアクセスパネルを取り外します。 

6. フロント パネルを取り外します。 

7. 5.25 インチドライブベイに装着されているドライブから、電源ケーブルや信号ケーブルをすべ 
て巧き取ります。 

8. 5.25 インチドライブベイからドライブを取り出すには、緑色のラッチドライブブラケットの 
リリースタブを引き上げます。リリースタブを引き上げながら、ドライブをドライブベイから 
引き出します。それぞれの 5.25 インチドライブに巧して、この手順を繰り返します。 

図 2-35 ドライブベイからの 5.25 インチドライブの取り外し（縦置き時） 
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9. 


ドライブをシャーシに取り付けなおす前に、取り付けるドライブが内蔵の 3.5 インチドライブに 
巧してま直になるようにしてください。ドライブの底面が縁色のラッチドライブブラケットと 
平行になっている必要があります。 


図 2-36 横置き時のドライブの取り付け 



10. 空いているドライブベイのうちで一番上のベイにドライブをゆっくりとスライドさせて、巧を 
の位置に収まるまで挿入します。ドライブが正しく巧入されると、ドライブロックにより固定さ 
れます。それぞれのドライブじ巧して、この手順を繰り返します。 


A を意： 一番下の 5.25 インチドライブベイは、上部の2つのベイより奥行きが短くなっていま 
す。一番下のベイは、1ロハイトドライブ、または奥行きが 14.5 cm な下の他のデバイスに対応 
しています。それより大きいドライブ（オプティカルドライブなど）を一番下のベイに無理に 
押し込まないで〈ださい。無理に押し込むと、ドライブおよびシステムボードが破損するおそ 
れがあります。ドライブを取り付ける際に強〈力を加えすぎると、ドライブが破損することがあ 
ります。 


11. すべての電源ケーブルおよびデータケーブルを 5.25 インチドライブベイ内のドライブに接続 
しなおします。 

12. 「15 ぺージの「ドうイブベイカバーの取り外し 1」 の手順に従ってサブパネルを取り外します。 


A を意： サブパネルは、まつすぐな状態を保つたままフロントパネルから取り外してくださ 
し、。サブパネルを引き出すときに傾けると、サブパネルをフロントパネルに取り付けるための 
ピンが破損することがあります。 


13. サブパネル内のドライブカバーを、横置き構成に合わせて正しい向きに取り付けなおします。 
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14. ロゴがサブパネルの下部に配置されるようにサブパネルを 90° 回転させて、フロントパネル内 
の元の位置にはめ込みます。 


図 2-37 縦置きから横置きへの変更 



15. フロントパネルおよびコンピュータのアクセスパネルを取り付けなおします。 

16. 電源コードを接続しなおして、コンピュータの電源を入れます。 

17. コンピュータのアクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべてロック 
します。 


横置きから縦置きへの変更 

1. コンピュータが開かれないよう保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外します。 

2. ディスケツトや CD などのすべてのリムーバブルメディアをコンピュータから取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャツトダウンし、コンピュータおよび外付けデバ 
イスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントから巧き、コンピュータからすべての外付けデバイスを取り外しま 
す。 


A を意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。コンピュータの内部部品の損傷を防ぐた 
め、必ず電源コードを巧いてください。 


5. コン ピユータのアクセスパネルを取り外します。 

6. フロント パネルを取り外します。 

7. 5.25 インチドライブベイに装着されているドライブから、電源ケーブルや信号ケーブルをすべ 
て巧き取ります。 
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8. 5.25 インチドライブベイからドライブを取り外すには、レ^下の図のように、短い黄色のドライ 

ブロックを巧し下げます。ドライブロックを押しながら、ドライブベイからドライブを引き出 
します。 

図 2-38 ドライブベイからの 5.25 インチドライブの取り外し（横置き時） 



9. ドライブをシャーシに取り付けなおす前に、取り付けるドライブが内蔵の 3.5 インチのドライブ 
と同じ向きになるようにしてください。ドライブの底面が黄色のドライブロックと平行になって 
いる必要があります。 

図 2-39 縦置き時のドライブの取り付け 


10. 空いているドライブベイのうちで一番上のベイにドライブをゆつくりとスライドさせて、巧を 
の位置に収まるまで挿入します。ドライブが正しく巧入されると、ドライブロックにより固定さ 
れます。それぞれのドライブに対して、この手順を繰り返します。 


A を意： 一番下の 5.25 インチドライブベイは、上部の2つのベイより奥行きが短くなっていま 
す。一番下のベイは、1ロハイトドライブ、または奥行きが 14.5 cm Jil 下の化のデバイスに対応 
しています。それより大きいドライブ（オプティカルドライブなど）を一番下のベイに無理に 
押し込まないでください。無理に押し込むと、ドライブおよびシステムボードが破損するおそ 
れがあります。ドライブを取り付ける際に強く力を加えすぎると、ドライブがお損することがあ 
ります。 
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11. すべての電源ケーブルおよびデータケーブルを 5.25 インチドライブベイ内のドライブに接結 
しなおします。 

12. 「15 ぺージの「ドライブベイカバーの取り外し」」 の手順に従ってサブパネルを取り外します。 


A を意： サブパネルは、まつすぐな状態を保つたままフロントパネルから取り外してくださ 
し、。サブパネルを引き出すときに傾けると、サブパネルをフロントパネルに取り付けるための 
ピンが破損することがあります。 


13. サブパネル内のドライブカバーを、縦置き構成に合わせて正しい向きに取り付けなおします。 

14. ロゴがサブパネルの下部に配置されるようにサブパネルを90°回転させて、フロントパネル内 
の元の位置にはめ込みます。 

図 2-40 横置きから縦置きへの変更 



15. フロントパネルおよびコンピュータのアクセスパネルを取り付けなおします。 

16. 電源コードを接続しなおして、コンピュータの電源を入れます。 

17. コンピュータのアクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべてロック 
します。 
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A 仕様 


表 A-1 仕様 


寸法（横置き時） 



局さ 

7.0 インチ 

17.8 cm 

幅 

17.63 インチ 

44.8 cm 

奧行き 

17.8 インチ 

45.2 cm 

寸法（縱置き時） 



局さ 

17.63 インチ 

44.8 cm 

幅 

7.0 インチ 

17.8 cm 

奧巧き 

17.8 インチ 

45.2 cm 

質量（概算） 

26.4 ポンド 

12.0 kg 

最大荷重（横置き時） 

77ポンド 

35 kg 

温度範囲 



動作時 

50° 〜95° F 

1cr 〜 35° C 

お動作時 

-22。〜140。 F 

-30° 〜 60° C 


を記： 動作温度は、継続的に直身寸日光の当たらない環境で、ミ毎お3,00 Om まで 300 m ごとに 1.0 で下がります。 
最大変化率は10で/時です。取り付けられたオプションの種類および数によって、上限が異なります。 


相対湿度（結露せず) 


動作時 

10 〜 90% 

10〜90% 

お動作時 （38.7 で最高、湿球） 

5〜95% 

5〜95% 

動作保証高度（非圧縮） 



動作時 

10,000 フイート 

3,048 m 

お動作時 

30,000 フィート 

9,144 m 

放熱効率 



最大（標準 PS) 

1,916 BTU/ 時 

483 kcal/ 時 

通常（非動作時、標準 PS) 

307巨 TU/ 時 

77 kcal/ 時 

最大 （80 Plus PS) 

1,557 BTU/ 時 

392 kcal/ 時 

通常（お動作時、80 Plus PS) 

239 BTU/ 時 

60 kcal/ 時 

電源 

115V 

230V 

動作電圧1 

目〇〜264 VAC 

90〜264 VAC 

走!格電圧範囲 

100〜240 VAC 

100〜240 VAC 
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表 A -1 仕お(続き) 


周波数 

50/60 Hz 

50/60 Hz 

電源出力 

365 W 

365 W 

定格入力電流（最大） 1 



標準 PS 

6A (100 VAC の場合） 

3 A (200 VAC の場合） 

80 Plus PS 

5A@ 100VAC 

2.5A @ 200VAC 


1このシステムは、電圧自動補正電源を採用しています。この機能により、欧州連合加盟国でこのシステムを使用する場合の 
CE マークの要件を滿たしています。また、電圧自動補正電源により電圧選択スイッチが不要なため、スイッチは搭載され 
ていません。 
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B 


バッテリの交換 


お使いのコンピュータに付属のバッテリは、リアルタイムクロックに電力を供給するためのもので 
す。バッテリは消お品です。バッテリを交換するときは、コンピュータに最初に取り付けられていた 
バッテリと同等のバッテリを使用してくださし、。コンピュータに付属しているバッテリは、3 V のボ 
タン型リチウムバッテリです。 


A 警告！ お使いのコンピュータには、二酸化マンガンリチウムバッテリが内蔵されています。バッ 
テリの取り扱いを誤ると、火災や义傷などの危険があります。怪我することがないように、次の点に 
ミ主意してください。 


バッテリを巧電しないでくださし、。 


バッテリを60でを超える場巧に放置しないでください。 

バッテリを分解したり、つぶしたり、ショートさせたり、义中や水に巧じたりしないでください。 

交換用のバッテリは、必ず HP が指定したものを使用してください。 

A 注意； バッテリを交換する前に、コンピュータの CMOS 設定のバックアップを作成してくださ 
し、。バッテリが取り出されたり交換されたりするときに、 CMOS 設定がクリアされます。 CMOS 設 
をのバックアップについて詳しくは、『コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティガイド 1 
を参照してください。 

静電気の放電により、コンピュータやオプションの電子部品が破損することがあります。な下の手順 
を始める前に、アースされた金属面に触れるなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 

腎を 記： リチウムバッテリの寿命は、コンピュータを電源コンセントに接続することで延長できま 
す。リチウムバッテリは、コンピュータが AC 電源に接続されていない場合にのみ巧巧されます。 

HP では、使用済みの電子機器や HP 製インクカートリッジのリサイクルを推奨しています。日本で 
のリサイクルプログラムについて詳しくは、 http :// h 50 Q 55. www 5. hp . com / ipq / supplies / recvclinq / 
hardware / ip / ia / index . as 巨 を参照してください。 


1. コン ピュータが開かれないよう保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外します。 

2. ディスケツトや CD などのすべてのリムーバブルメディアをコンピュータから取り出します。 

3 . オペレーティングシステムを適切な手順でシャツトダウンし、コンピュータおよび外付けデバ 
イスの電源をすべて切ります。 

4 . 電源コードを電源コンセントからおき、コンピュータからすべての外付けデバイスを取り外しま 
す。 


A を意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。コンピュータの内部部品の損傷を防ぐた 
め、必ず電源コードを巧いてください。 


5 . コンピユータのアクセスパネルを取り外します。 

6. システムボード上のバッテリおよびバッテリホルダの位置を確認します。 
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鞍を 記： 一部のモデルのコンピュータでは、バッテリを交換する時に、内部部品を取り外す必要 
があります。 


7. システムボード上のバッテリホルダのタイプに応じて、な下の手順に従ってバッテリを交換し 
ます。 


タイプ1 

a. バツテリをホルダから持ち上げて外します。 

図 B -1 ボタン型バッテリの取り出し（タイプ 1) 



b . 交換するバッテリを、「+」と書かれている面を上にして正しい位置に装着します。バッテ 
リはバッテリホルダによって自動的に正しい位置に固定されます。 

タイプ2 

a. バッテリをホルダから取り出すために、バッテリの一ちの端の上にある留め金を押し上げま 
す。バッテリが持ち上がったら、持ち上げて取り出します（1)。 

b . 新しい/くッテリを装着するには、交換するバッテリを、「+」と書かれている面を上にして 
ホルダにスライドさせて装着します。バッテリの一方の端が留め具の下に収まるまで、もう 
一方の端を押し下げます口）。 

図 B -2 ボタン型バッテリの取り出しと装着（タイプ 2) 



タイプ3 

a. バッテリを固定しているクリップを後方に引いて（1)、バッテリを取り出します口）。 
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b . 新しいバッテリを挿入し、クリップを元の位置に戻します。 


図 B -3 ボタン型バッテリの取り出し（タイプ 3) 



鞍を 記： バッテリの交換後、な下の手順で操作すると交換作業は完了です。 

8. コンピュータのアクセスパネルを取り付けなおします。 

9 . 電源ケーブルを元のとおりに接結し、コンピュータの電源を入れます。 

10 . コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティを巧用して、日付と時刻、パスワード、およ 
びその他の必要なシステムセットアップを設をしなおします。『コンピュータセットアップ 
( F 10) ユーティリティガイド』を参照してください。 

11. コンピュータのアクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべてロック 
します。 
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c 外付けセキュリティデバイス 


野を 記 データセキュリティ機能について詳しくは、『コンピュータセットアップ （ F 10) ューティ 

リテイガイド』と『デスクトップマネジメントについて』を参照してください。また、一部のモデ 
ルでは httD :// www . hD . com / iD / から入手できる 『HP ProtectTools セキュリティマネージヤガイド』も 
参照してください。 


セキュリティロックの取り付け 

な下の図および次ぺージの図に示すセキュリティロックは、コンピュータを保護するために使巧でき 
ます。 

ケーブルロック 

図 C -1 ケーブルロックの取り付け 



南京錠 

図 C -2 コンピュータの施錠 
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HP Business PC セキュリティロック 

1. セキュリティケーブルを固定物に巻きつけます。 
図 C -3 ケーブルの固定物への固定 



2. キーボードとマウスのケーブルを錠に通します。 

図 C -4 キーボードとマウスのケーブルによる固定 
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3. 付属のネジを使用して、錠をコンピュータ本体に固定します。 


図 C -5 シヤーシへのロックの取り付け 



4. セキュリティケーブルの端の栓を差し込み（1)、ボタンを巧し込んで （2) 
クを外すには、付属の鍵を使用します。 

図 C -6 ロックの固定 



ロックします。ロッ 
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D 静電気対策 


人間の指などの導電体からの静電気の放電によって、システムボードなど静電気に弱いデバイスが損 
傷する可能性があります。このような損傷により、デバイスの耐巧年数が短くなることがあります。 

静電気による損傷の防止 

静電気による損傷を防ぐには、な下のことを守ってください。 

• 運搬や保管の際は、静電気防止用のケースに入れ、手で直接触れることは避けます。 

• 静電気に弱い部品は、静電気防止措置のなされている作業台に置くまでは、ま用のケースに入れ 
たままにしておきます。 

• 部品をケースから取り出す前に、まずケースごとアースされている面に置きます。 

• ピン、リード線、および回路には触れないようにします。 

• 静電気に弱い部品に触れるときには、常に自分の身体に対して適切なアースを行います。 


アースの方法 

アース にはいくつかのちまがあります。静電気に弱い部品を取り巧うときには、な下のうち1つな上 
の方まで アース を行ってください。 

• すでにアースされているコンピュータのシャーシにアースバンドをつなぎます。アースバンド 
は柔軟な帯状のもので、アースコード内の抵抗は、 1 MO ±10% です。アースを正しく行うため 
に、アースバンドは肌に密着させてください。 

• 立って作業する場合には、かかとやつまホに アース バンドを付けます。導電性または静電気お 
散性のホの場合には、両足に アース バンドを付けます。 

• 磁気を帯びていない作業用具を巧巧します。 

• 折りたたみ式の静電気防止マットが付いた、携帯式の作業用具もあります。 

上記のような、適切にアースを行うための器具がない場合は、 HP のサポート窓口にお問い合わせく 
ださい。 


腎を 記. 静電気について詳しくは、 HP のサポート窓口にお問い合わせくださし、。 
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E コンピュータ操作のガイドラインおよび 
手入れと運搬時のミ主意 


コンピュータ操作のガイドラインおよび手入れに関するを意 

コンピュータおよびモニタのセツトアップや手入れを適切に行えるよう、な下のことを守ってくださ 
い。 


• 湿度の高い所や、直射日光の当たる場所、または極端に温度が高い場所やほい場所には置かない 
で〈ださし、。 

• コンピュータは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。また、通気が確 
保されるよう、コンピュータの通気孔のある面とモニタの上部に、少なくとも 10.2 cm の空間を 
確保してください。 

• 内部への通気が悪くなるので、絶対にコンピュータの通気孔をふさがないでください。キーボ ー 
ドを横置き構成の本体のフロントパネルに立てかけることも、お止めください。 

• コンピュータのアクセスパネルまたは化張力ードス ロッ トのカバーのどれかを取り外したまま 
使用しないでください。 

• コンピュータを積み重ねたり、互いの排気や熱にさらされるほどコンピュータ同±を近くに置い 
たりしなし、でくださし、。 

• コンピュータを別のエンクロージャに入れて操作する場合、吸気孔および排気孔がエンクロージ 
ャに装備されている必要があります。また、この場合にも上記のガイドラインを守って〈ださ 
い。 

• コンピュータ本体やキーボードに液体をこぼさないでください。 

• モニタ上部の通気孔は、絶対にふさがないでください。 

• スリープ状態を含む、オペレーティングシステムやその他のソフトウェアの電源管理機能をイ 
ンストールまたは有効にしてください。 

• な下の項目については、必ずコンピュータの電源を切り、電源コードを電源コンセントから巧い 
てから行ってください。 

。 コンピュータやモニタの外側、およびキーボードの表面が巧れたら、水で軽く湿らせた柔ら 

かい布で巧れををとした後、けばだたない柔かい布でないて乾かしてください。洗剤などを 
使用すると、変色や変質の原因となります。 

。 コンピュータの通気孔やモニタ上部の通気孔は、ときどき掃除してください。糸くずやほこ 

りなどの異物によって通気孔がふさがれると、内部への通気が悪くなり、故障の原因となり 
ます。 


JAWW 


コンピュータ操作のガイドラインおよび手入れに関するを意 55 





オプティカルドライブの使用上のを意 

オプティカルドライブの操作や手入れは、次の項目にを意して行ってください。 

操作および取りおいに関するミ主意 

• 操作中はドライブを動かさないでください。データ読み取り中にドライブを動かすと誤動作する 
ことがあります。 

• 急に温度が変化するとドライブ内に結露することがあるので気をつけてください。ドライブの電 
源が乂っているときに急な温度変化があったときは、1時間な上待ってから電源を切って〈ださ 
し、。すぐに操作すると、誤動作が起きることがあります。 

• ドライブは高温多湿、直射日光が当たる場所、または機械の振動がある巧には置かないでくださ 
い。 

クリーニングの際のを意 

• フロントパネルやスイッチ類が巧れたら、水で軽く湿らせた柔らかい布でがいてください。み 
して、クリーニング液を直接スプレーしないでください。 

• アルコールやベンジンなど、揮発性の液体を使巧しないでください。変色や、変質の原因となり 
ます。 

安全にお使いいただくためのごを意 

ドライブの中に異物や液体が入ってしまった場合は、直ちにコンピュータの電源を切り、電源コード 

を電源コンセントから巧いて、 HP のサポート窓口に点検を依頼してください。 


運搬時のを意 

コン ピュータを運搬する場合は、な 下の ことを守ってください。 

1. ハードディスク内のファイルのバックアップを CD 、 テープカートリッジ、またはディスケット 
にとります。バックアップをとったメディアは、保管中または運搬中に、電気や磁気の影響を受 
けないよう気をつけます。 


野を 記： ハードディスクドライブは、システムの電源が切れると自動的にロックされます。 

2. すべてのリムーバブルメディアを取り出して保管します。 

3. 運搬中のドライブを保護するために、空のディスケットをディスケットドライブに挿入しま 
す。オプティカルドライブにメディアが巧入されている場合は取り出します。 

4. コンピュータおよび外付けデバイスの電源を切ります。 

5. 電源コンセントから電源コードを抜き取り、次にコンピュータからも巧き取ります。 

6. 外付けデバイスの電源コードを電源コンセントから巧いてから、外付けデバイスからも抜き取り 
ます。 


鞍を 記： すべてのボードがスロットにしっかりとはめ込まれていることを確認します。 _ 

7. お買い上げの時にコンピュータが入っていた箱か、同等の箱に保護材を十分に詰め、コンピユー 
夕とキー ボー ドやマウスなどの外部システム装置を入れて巧包します。 


56 付録 E コンピュータ操作のガイドラインおよび手入れと運搬時のを意 


JAWW 






索引 


D 

DIMM . を参ぶ穿メモリ を参照 

F 

FaHSafe キー 9 

P 

PCI Express 力ード20,22 
PCI 力ード20,22 

U 

USB ポート 

フロントパネル2 
リアパネル4 

W 

Windows ロゴキー 6 

お 

アクセスパネル 
取り付け12 
取り外し11 

ロックとロック解除9, 50 
アクセスパネルのロック解除9, 
50 

ラ 

運搬時のを意56 
お 

才ーディオコネクタ2, 4 
オプティカルドライブ 
クリー ニン グ56 
使用上のを意56 
定義2 
取り付け30 
取り外し25 

か 

ガイド用ネジ27 
祐張カード 

スロットの位置20 
取り付け20 
取り外し20 


化張 スロットカバー 
取り付け23 
取り外し21 

さ 

^—ホート 
各部5 
コネクタ 4 


コン ピユータ操作のガイドライ 
ン 55 

コン ピュ ータの 構成の変更40, 
42 


システムボードのドライブ接 
続29 
仕様 

コン ピュータ 45 
メモリ16 
シリアルコネクタ 4 
シリアル番号の記載位置7 

す 

スマートカバーロック 9 
せ 

静電気対策、損傷の防止54 
製品識別番号の記載位置7 
セキュリティ 

HP Business PC セキュリティ 
ロック 52 
ケーブルロック 50 
スマートカバーロック 9 
南京錠50 

た 

織置きへの変更42 
〇 

通気のガイドライン55 


て 

ディスケットドライブ 
取りイ寸け30 
取り外し25 
電源45 

と 

ドライブケーブルの接続27 
sortas =" ドライブコネクタ" 29 
ドライブ 
位置24 

ケーブルの接続27 
取り付け27 
取り外し25 
取り付けガイドライン8 
取り付け 

オプティカルドライブ30 
ガイド用ネジ27 
お張力ード20 
セキュリティロック 50 
ディスケットドライブ30 
ドライブケーブル27 
ハードディスクドライブの取り 
外し35 

ハードディスクドライブ33 
バッテリ 47 

メディアカードリーダー 30 
メモリ16,18 
取り外し 

PCI Express 力ード22 
PCI 力ード22 
お張力ード20 
拡張 スロットカバー 21 
コンピュータのアクセス パネ 
ル 11 

スマー トカバ ー ロック 9 
ドライブベイカバー15 
ドライブベイからドライブ 
を25 

バッテリ 47 
フロントパネル 13 
メディアカードリーダー 25 


JAWW 


索引 57 



ね 

ネットワークコネクタ 4 


ろ 

ロック 

HP Business PC セキュリティ 
ロック 52 
ケーブルロック 50 
スマー トカバ ー ロック 9 
南京錠50 


ふ 

フロントパネルの各部2 
フロントパネル 

ドライブベイカバーの取り外 
し15 

取り付け14 
取り外し13 


へッ ドフオンコネクタ 2 
ま 

マイクコネクタ 2 
マウス 

コネクタ 4 
特殊機能7 

め 

メディアカードリーダー 
機能3 
取り付け30 
取り外し25 
メモリ 

仕様16 

ソケットの位置17 
ソケットへの取り付け17 
取り付けガイドライン17 
取り付け16,18 

ち 

モニタコネクタ 4 
よ 

横置きへの変更40 
ら 

ラインアウトコネクタ 4 
ラインインコネクタ 4 

y 

リアパネルの各部4 


は 

ハードディスクドライブの取り外 
し 

取り付け35 
ハードディスクドライブ 
取り付け33 
取り外し25 
バッテリの交換47 
パラレルコネクタ 4 


58 索引 


JAWW 


